
熟年（55才以上）会員の集まりとしてマスターズク

ラブが発足して３年目になりました。現在登録者は 70

名余に達していますが，そのうち，約 85％は電子メー

ルによる交信が可能ですので電子メールによるグループ

網（e–mail group/jocs–mastersclub）を作りました。そ

して会員が同時に受信することによって情報交換に役立

ててまいりました。そのなかには島崎先生から e–mail

に迷い込んだ外国からの Christmas Poem が流されたの

をきっかけとして，数人の先生方から英語でのウイット

や訳の難しさなどに e–mail での会話が弾んだこともあ

りました。PC のウイルスの流行が盛んになったことも

あり，その予防の注意を喚起する e–mail も発信され，

汚染防止に役だったのではないでしょうか。

昨年８月に酒席にて自由な話題が交わされたおりに，

この e–mail group をもっと活用しよう，その方策とし

て e–mail にエッセイを載せ，次の執筆者をバトンタッ

チしながら続けてゆくリレーエッセイの提案があり早速

実行に移しました。この１年の間に 30名余の方からの

投稿があり，順調にリレーが続けられております。長老

の先生方のご執筆も多く，マスターズクラブの会員以外

には自由に目に触れることもないままになっており残念

に思っております。そのなかにはオイルコーナーに載せ

て面白い話題が沢山ありました。そこで，その要点を紹

介させていただきたいと思います。

学会・討論会出席について書かれたいくつかの投稿が

あります。北原文雄先生から第 46回コロイドおよび界

面化学討論会の印象では，関連学会での研究動向につい

て要約され，ナノテクノロジーや計算機科学など最先端

の話題に触れられた様子をお書きになりましたが，油化

学会の今後の方向としてのご慧眼と読ませていただきま

した。荻野圭三先生からは昨年の名古屋での年会の印

象，とくに「光界面」の研究で著名な藤島昭先生のご講

演で，好きな言葉として紹介された「物華天寶」（物は

科学・華は成果，それは天から与えられた宝）を引用さ

れたお言葉には私も魅了されました。橋本哲太郎先生か

らは AOCS との国際会議の交流とその機関誌に掲載さ

れている inform についてのお話があり，特に inform の

記事のなかに Giants of past（油化学の発展に貢献した

偉人）のご紹介があることは興味深く感じました。また

島崎弘幸先生は 2002年の OTAI–JOCS 国際会議の印象

などと共に国際学会出席の効用を洒脱な文章で纏められ

ています。最近では５月の 95th･AOCS での報告に加え

て，エクスカーションでの乗馬の体験から馬油の話まで

書かれた伊藤佑子先生の記事は通常では機関誌に載るこ

とがない面白い内容でした（その時の乗馬姿の写真は後

述する e–group に新機能＊を利用して見ることができま

す）。

恩師の教えについての記事は多くの方によって書かれ

ております。森 昭先生は旧制六高の山岡 望先生の名講

義に魅せられて化学の道を歩まれたこと，京都大学の

錚々（そうそう）たる諸先生のお言葉などは直接教えを

受けない人にも感銘深く読めるのではないでしょうか。

日高久夫先生は恩師・石川 正先生の講義のご様子から

先生の人となりを書かれて理想的な教師像として尊敬さ

れておられるお話は心打たれる内容でした。大城芳樹先

生からは…人は縁ある人によって拓かれる…小森三郎先

生によって導かれ，油化学発展に尽くされたお話，そし

て杜甫の詩によって結ばれたエッセイは印象的でした。

高木 徹先生は外山修之先生の門下として，ご自身の研

究業績を多くのお仲間と共に完成されたお話を，また加

藤晋二先生は平林芳夫先生から受けられた卒業研究の

テーマを一生のお仕事として淡々と書かれた記事はほか

では読めない内容と存じます。

後進に対しての言葉としては，伊藤俊洋先生の大学新

入学生への餞（はなむけ）の言葉「…文明人のすすめ

…」のご紹介は面白く拝読しました。戸谷洋一郎先生の

「ちかごろ思うこと」最近の世情で気になるマナーの低

下は若者に限ったことではないですが，若年層の教育に

当たられる教師の悩みには同感です。滝沢靖臣先生から

は国立大学の法人化に関連して大学の現状の記事も学会
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として協力が必要なことと思います。

竹原将博さんと佐藤和恵先生の和洋とりどりのお酒の

話は盛り上がり，多くの先生方より多くの薀蓄（うんち

く）が披露されたことで e–group mail の交信が盛り上

がったのもこの年初のことでした。町田芳章先生から醸

造酒に絡んで遺伝子組み換えの問題に内容をバトンタッ

チされたのも e–mail ならではのことではないでしょう

か。

会長の池田功先生からはユニークな痒み止め法のお話

をいただきました。この医学的効用はまだしも学術的裏

付けにはなお研究の余地がありそうです？ 副会長の田

嶋和夫先生よりは水と油にまつわる言葉の不思議な因果

のお話は大変面白く読ませていただきました。佐々木恒

孝先生直伝の学生を魅了させる言い回しとお見受けしま

したが？ 大場健吉前会長の詩情あふれる随筆の文章力

はプロ級の腕前と思いました。

e–group mail の効用はエッセイに留まらず超タイガー

スファンの益山新樹先生が mail に加わり優勝祝賀に沸

いた昨秋の e–mail chat の交換はもの凄いものでした。

現在 e–mail group/jocs–mastersclub は新しく yahoo–

groups に加わったことにより新機能が追加され，名簿

や，データベースなど情報の交換に加えて写真の公開＊，

メールのバックナンバーの調査やチャットができるよう

に活用範囲は広がり，さらに会員相互の交流が盛んにな

る事が期待されています。
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